




























グローバリゼーション時代のラテンアメリカを提示しようという目論見のもとに編まれた。このような企図 抱いた編者二人がチリ人であることは偶然ではない。一九七三年にアジェンデ政権が倒されて以降、 カゴ学派が先導する新自由主義がピノチェト軍政下で進められ、チリはラテンアメリカでもっとも早く米国文化 流入したと言っていい国だからだ。まさにその場所から新しいラテンアメリカ文学が提示されたのは当たり前のことである。　
刊行から二十年が過ぎ、短篇集の目次を眺めてみると もう
































































あるのを実際に確かめて、心の底から幻滅 覚える。しか その反動なのか、夫婦に 大統領への同情心が芽生え、病身の大統領の介護を買って出る。何週間か 治療を終えた ち、大統領は夫婦に感謝 手紙とわずかの財産を残し、かつ 自分を追い落とした政敵に立ち向かおうと故郷の国に旅立っていく。　
これが物語のあらましだが、短篇集『十二の遍歴の物語』は
そのどれもがラテンアメリカやカリブ出身者のヨーロッパにおける孤独を扱っている。そ 意味ではこの物語も、人間関係を持てない寒々しいカリブ出身者 ジュネーヴ暮らしを中心に置き、彼らが同郷人との出会いを通じて人間性を取り戻すまでの物語である。ではこの物語に「米国」なるものがど ように登場しているのか。　
元大統領とオメーロスの出身であるカリブの国にはどこか
モデルがありそうだ。軍事クーデタによる政変や亡命といった
歴史的経緯なら、グアテマラのアルベンス政権、チリのアジェンデ政権、ドミニカ共和国のフアン・ボッシュ政権が挙げられる。物語中、元大統領の出身国の首都はプエルト・サントという名前だが、ドミニカ共和国の首都はサ ト・ドミンゴである。さらに、元大統領がオメーロスと出会った場所はサ ・クリストバル・デ・ラス・カサスだが、ドミニカ共和国にはサン・クリストバルという地名があり、そこはかの有名な独裁者ラファエル・ ルヒーヨの出身地でもある。フィクションだから実在の国である必要はな のだが、まったくの作り事だと思って読む読者はいない。　
ではそのクーデタなり政変なりを裏からお膳立てしている




サラの口にのぼらないのである。元大統領が自らの失政の背景を若夫婦に語る際には一気に一四九二年までさかのぼり、それはそれでラテンアメリカ論として適切かもしれないが、 「米国」の言及が無理に回避させられている。元大統領は当初亡命先としてマルチニークを選び、友人エメ・セゼールに迎えられる。フランス語が堪能でラテン語を読む教養人という設定だが、 「英語 はどうかというと、これまたほのめかされることすらない　
ここに至って、どうやらこの作品では「米国」は言及したく

















　［フゲーとゴメスの］この考えというのは、単純に要約するわけではないけれど、米国文化の決定的な影響を受け入れること、ラテンアメリカ文学は都会的であって田舎臭くあってはならず、今日的であるべきで 過去を掘り起こすことではないというこ だ。この点について言えば、何人かの作家は（特にぼくの場合だけれど） 、何かとの断絶よりも継続的発展を信じる
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「モンテレイで最高のロッカー」という評判を得る。するとレコード会社に目をつけられる。ハンサムなボーカルは首都のメキシコシティにプロモーションに出かけ、プロデューサーとの打ち合わせやメディア取材を受け いざモンテレイに戻り、首都の経験を仲間に聞かせると、仲間との関係がぎくしゃくしてくる。仲間としては外見がいいのが取り柄で首都に行かせたのに、いっぱしの売れっ子 なった気分になっているからだ。こうし 彼はバンドから放り出される。そん 彼ももう年齢を重ね、未来のことが不安で仕方ない。今のバンドの稼ぎはゼロで、このままでは結婚式やパ ティの余興として呼ばれるのがせいぜいだ。レストランで生演奏を聞かせて小銭 稼ごう するが失敗に終わる。それがきっかけでまたしても仲間との関係が壊れ、バンドから追い出される。　
地方のバンドマンの悲劇とでも言っていいこの作品中には
米国のアニメ・キャラクターや英語圏ロックの歌詞 どが頻繁に引用されるので、表面的に見るだけでも大衆文化を取り入た作品である。もっとも、若者の首都進出 その挫折というストーリーはいかにも普遍的 それこそ「第一世界」でも十分に書けそうだ。地方の閉塞感、首都へ 憧れと た要素も取り立てて新奇なものでもない。トスカーナによれば、マッコンド的な作品を書いたのは最初で最後で 「自分 探求は別 方向へ」向かったと言って る。　
では「別の方向」とはどこだろうか？彼は「歴史を掘り起こ
















というスポーツが定着していない頃、パリ・オ ンピックに出場しようと日々練習に励ん いた しかし出場が叶わなかった彼は、一九二四年七月十三日 パリ・オリンピックでマラソンが行われるのと同じ時刻にモンテレイで走り始め 。パリの平地をイメージしてモンテレイの平地を選び スイス製のストップウォッチを身につけて。パリの ダル有力者は米国人クラレンス・デマーである。彼に勝つのが目標だ。　
途中、沿道を歩くメキシコ人には珍しがられ、笑われながら
もゴールした。タ ム 二時間四十七分五 秒。仲間と祝杯を
交わしていると、そのシーンをたまたま同席したカメラマンが写真に撮る。ストップウォッチのタイムも写っている。　
パリから届いた結果と照らしてみると、イグナシオは三位に
















が来たと見なし 生徒たちに声をかけて軍隊を組織しようと動きだす。テキサスへ進軍し、グリンゴたちに命ずるつもりだ。ただちにテキサスを後にせよ さもなければ暴力的に立ち退いてもらうことになる、と。アラモ砦の奪還、それ 彼らの目標である。　
物語ではその後、イグナシオの誘いに乗った五名の生徒とイ
グナシオの進軍が語られる。案の定といえばいいのか、奪還は失敗に終わる。ある者は死 、ある者は日常に帰り、ある者は気が狂う。そして迎えた十月二十日、メキシコシティでマラソンの号砲が鳴るとき、イグナシオはモンテレイで二度目 マラソンをスタートさせる。今度こそ、 メダルを取り戻 として。　
六．　
この物語を、現在のメキシコにおける反米主義の実態と解す
る読者はメキシコにもそうそういない。著者トスカーナを筋金入りの反米主義者、極端な国粋主義者だとみなす人もいない。もちろんそういう読者がいたら興味深 とはいえ、やはりこの物語は、書評や先行研究などで 指摘されるように、 「ドン・キホーテ的」 、 「空想的 」ものとして読まれて る
16。イグナ
シオの発言にしろ 進軍にしろ そのどれもが『ドン・キホーテ』における風車への突 と同じ種類のユーモアに満ちてる。奪還の物語にオリンピックのマラソンが据えられているところにも、ある種の娯楽性が感じられる。　
しかし、ではまったく荒唐無稽な空想 かというと、そう









































 en español ）の放送開始は一九九七年。
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